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審査論文要旨：  
目的：卵巣癌の横隔膜転移の機序やその予測因子を明らかにする最初の一歩として、腫瘍減
量手術と横隔膜合併切除術とを受けた卵巣癌患者の病理学的特徴を明らかにすること。 
方法：本研究は後方視的、横断的研究であり、2005年 1月から 2015年 7月の間に東京医科大
学病院で卵巣癌の手術を受けた患者を対象とし、臨床病理学的データを婦人科専門医、病理専
門医、細胞診専門医が解析した。様々な病理学的所見が調べられ、Fisherの正確検定を用いて、
横隔膜転移陽性群と陰性群とでこれらの所見の比率の差を検定した。 
結果：46人の患者が本研究の適格者に選ばれ、その内 41人が横隔膜転移陽性で、5人が横隔
膜転移陰性であった。リンパ節転移陽性率 (95.8％ vs 20%, P=0.001)、 横隔膜以外の腹膜転
移陽性率 (97.6% vs 60.0%, P=0.028) は横隔膜転移陽性群で統計学的に有意に高かった。しか
し、腫瘍の組織型(高異型度漿液性癌腫か否か)、腹水貯留、悪性腹水貯留、卵巣被膜表面への
癌露出、原発巣における癌の血管侵襲、原発巣における癌のリンパ管侵襲の比率に関しては 2
群間で統計学的に有意差が示されなかった。 
結論：本研究は卵巣癌患者では癌のリンパ節転移と横隔膜以外の腹膜転移とが横隔膜転移と有
意に関連していることを示すものであり、これらの因子が横隔膜転移の病理学的な予測因子と
なりうる可能性を示唆するものである。 
審査過程： 
1．患者背景や解析方法についての質問に的確に回答することができた。 
2．進行期、腹水量、転移部位などと横隔膜転移の関連性について適切に説明することができた。 
3．横隔膜転移と生存率の相関について詳細な説明をすることができた。 
4．術前化学療法について詳細な説明が行えた。 
5. 横隔膜の転移経路に関し、適切な説明が行えた。  
価値判定： 
卵巣癌患者では、リンパ節転移と横隔膜以外の腹膜転移とが横隔膜転移と有意に関連してお
り、これらが病理学的な予測因子となりうることを見出した。本研究は、新しい転移経路の可
能性を示したものであり、卵巣癌の転移経路の解明に寄与すること大と考えられ、学位論文と
しての価値を認める。 
 
